
佐
渡
の
無
名
異
焼 

　
佐
渡
を
代
表
す
る
焼
物
に
「
無
名
異
焼
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
焼
物
の
原
料
で
あ
る

無
名
異
は
、
酸
化
鉄
を
多
量
に
含
ん
だ
赤

い
土
で
、
金
銀
山
採
掘
の
際
に
相
川
の
山

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
し
た
。
当
初
は
漢

方
薬
と
し
て
切
り
傷
や
火
傷
の
際
の
止
血

剤
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
『
佐
渡

年
代
記
』
の
寛
政
４
年
（
１
７
９
２
）
の

記
事
に
よ
る
と
、
奉
行
所
が
「
無
名
異
」

を
佐
渡
の
特
産
品
と
し
て
幕
府
に
報
告
し

て
い
ま
す
。
ま
た
文
化
年
間
（
１
８
０
４

〜
１
８
１
8
）
に
書
か
れ
た
『
佐
渡
志
』

に
は
、
「
雑
太
郡
中
尾
山
」
と
「
羽
茂
郡

篠
川
山
」
の
２
カ
所
が
無
名
異
の
産
地
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
土
が
焼
物
用
と
し
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ

た
の
は
、

幕
末
の
文

政
年
間
（
１

８
１
８
〜

１
８
３
０
）

と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

文
政
2
年
（
１
８
１
９
）
頃
に
羽
口
屋
七

代
目
伊
藤
甚
平
が
初
め
て
無
名
異
の
土
を

使
っ
て
楽
焼
を
始
め
、
天
保
2
年
（
１
８

３
１
）
に
羽
口
屋
の
分
家
で
あ
る
伊
藤
富

太
郎
（
後
の
赤
水
窯
）
が
本
格
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
明
治
10
年
代
（
１
８
７
７

〜
１
８
８
６
）
に
入
る
と
、
窯
元
で
あ
る

三
浦
常
山
・
伊
藤
赤
水
が
、
高
温
で
焼
き

締
め
、
非
常
に
硬
質
な
焼
物
と
し
て
の
技

法
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
 

　
相
川
出
身
の
国
史
学
者
萩
野
由
之
が
著

し
た
『
佐
渡
人
物
志
』
の
「
三
浦
常
山
」

の
項
目
の
終
わ
り
に
、
「
鑛
山
よ
り
出
づ

る
無
名
異
は
、
相
川
の
人
古
川
友
八
の
発

見
に
て
…
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
無
名

異
焼
の
創
始
者
が
三
浦
常
山
や
伊
藤
赤
水

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
無
名
異
の
土
に
着
目
し
た
古
川
友
八

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
 

　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
郷
土
史
家
の
故
本

間
寅
雄
先
生
が
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

に
「
古
川
家
文
書
」
の
調
査
を
行
い
、
次

の
よ
う
に
解
明
し
ま
し
た
。
 

　
「
古
川
友
八
は
寛
政
12
年
（
１
８
０
０
）

生
ま
れ
で
、
政
明
と
も
呼
ば
れ
、
祖
先
は

奈
良
・
高
取
藩
士
の
子
孫
で
、
佐
渡
に
わ

た
っ
て
き
て
、
古
川
家
の
6
代
目
で
あ
っ

た
。
文
化
13
年
（
１
８
１
６
）
に
中
尾
間

歩
（
間
歩
は
坑
道
の
こ
と
）
の
帳
付
（
監

督
者
）
と
な
り
、
代
々
世
襲
で
こ
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
中
尾
間
歩
が
無

名
異
の
主
産
地
で
あ
っ
た
た
め
、
古
川
家

が
主
と
し
て
薬
と
し
て
の
効
用
に
着
目
し
、

鉱
山
か
ら
採
掘
権
を
買
い
受
け
て
一
般
に

供
給
を
始
め
た
。
明
治
に
入
っ
て
焼
物
の

原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

三
浦
常
山
窯
や
伊
藤
赤
水
窯
は
無
名
異
の

原
土
の
供
給
に
つ
い
て
、
古
川
家
と
契
約

を
結
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
古
川
一
族

は
幕
末
か
ら
明
治
後
半
頃
ま
で
原
土
を
一

手
に
販
売
し

て
い
た
。
」
 

　
こ
の
よ
う

に
し
て
、
永

年
に
わ
た
っ

て
培
わ
れ
て

き
た
無
名
異

焼
の
技
法
は
、

平
成
10
年
（
１

９
９
８
）
3

月
に
相
川
町

の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
後
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
3
月
に

は
佐
渡
市
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。
 

 教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
 

世
界
遺
産
推
進
室
　
q
27
―
４
１
７
０
 

  

い

と
う
じ
ん
べ
い
 

い

と
う
と
み
 

た

ろ
う
 

は
ぎ
の
 
よ
し
ゆ
き
 

み
 う
ら
じ
ょ
う
ざ
ん
 

ふ
る
か
わ
と
も
は
ち
 

い

と
う
せ
き
す
い
 

ほ
ん
 

ま
 と
ら
お
 

な
か

お

ま
 

ぶ
 

★
寄
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
 

〜
教
育
委
員
会
で
は
、
世
界
遺
産
に

関
連
し
た
寄
付
等
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
〜
 

　
市
内
で
「
世
界
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
に
対

し
、
寄
付
金
を
お
願
い
し
ま
す
」
な

ど
と
い
う
、
金
品
等
の
寄
付
を
要
求

す
る
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
世

界
遺
産
に
関
連
し
た
寄
付
を
要
求
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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▲土練り 

▲成形 

▲生磨き 
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― 

今
回
は
新
穂
事
務
所
・
赤
泊
事
務
所
で
す 

― 

 

サ
タ
デ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
 

…
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
 
 
 

 
 
 
 
 （
新
穂
地
区
） 

 毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

る
小
学
生
対
象
の
サ
タ
デ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
で
す
が
、１２
月
は
お
菓
子
作
り
と
パ
ソ

コ
ン
で
の
年
賀
状
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

お
菓
子
作
り
で
は
、マ
フ
ィ
ン
と
い
う
お
菓

子
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
３４
名
の
児
童
が
、４
班
に
分

か
れ
て
持
ち
前
の
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

バ
ナ
ナ
を
切
る
、生
ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
る
、

型
に
材
料
を
流
し
入
れ
る
、道
具
を
洗
っ
て

片
付
け
る
等
、班
長
さ
ん
を
中
心
に
み
ん
な

が
ど
の
部
門

で
も
１
回
は

体
験
で
き
る

よ
う
に
と
仲

良
く
取
り

組
み
ま
し
た
。

焼
き
た
て
の

お
菓
子
は
、

み
ん
な
で
美

味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

パ
ソ
コ
ン
で

の
年
賀
状
作

り
で
は
、新
穂

中
学
校
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
作
り
に

取
り
組
み
ま

し
た
。
 

講
師
か
ら

基
本
的
な
設

定
を
教
え
て

も
ら
い
、今
年

撮
っ
た
お
気

に
入
り
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
貼
り
付
け
、

思
い
思
い
の
絵
を
画
面
に
表
現
し
ま
し
た
。

み
ん
な
満
足
の
い
く
年
賀
状
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
お
正
月
に
は
誰
の
と
こ
ろ
に
届

く
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 み
ん
な
の
壁
画（
赤
泊
地
区
） 

 赤
泊
港
前
の
防
波
堤
に
、新
た
に
一
枚
の

絵
が
加
わ
り
ま
し
た
！
 

１０
月
中
、小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
ぐ
っ

と
び
！！
遊
ｉ
ｎ
ｇ
」

の
公
民
館
事
業
で
、

今
年
も
壁
画
つ

く
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
 

こ
の
防
波
堤
壁

画
制
作
は
、９
年

前
か
ら
続
け
ら

れ
て
お
り
、

赤
泊
地
区

の
子
ど
も

た
ち
は
１

年
に
１
回

の
壁
画
つ

く
り
の
日

を
と
て
も

楽
し
み
に

待
っ
て
い

ま
す
。
 

「
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｎ
　
Ｔ

Ｈ
Ｅ
　
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
！
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、今
年
の

壁
画
。
窓
の
外
に
広
が
る
美
し
い
赤
泊
地
区

の
風
景
を
、佐
渡
お
け
さ
を
踊
る
女
の
子
と

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
坊
や
が
眺
め
て
い
る
絵
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

参
加
し
て
く
れ
た
３２
名
の
小
学
生
は
、と

て
つ
も
な
い
大
き
な
壁
に
四
苦
八
苦
し
、ペ
ン

キ
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
作
成

し
ま
し
た
。
 

ぜ
ひ
、機
会
を
見
つ
け
、人
気
の
出
て
き

た
赤
泊
港
の
「
防
波
堤
観
光
壁
画
」
を
、ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

  佐渡
を
も
っ
と
よ
り
良
く
し
た
い
！
 

中
学
生
に
よ
る
 

「
ふ
る
さ
と
佐
渡
へ
の
提
言
」
 

 南
中
学
校
・
東
中
学
校（
両
津
地
区
）合

同
で
、佐
渡
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る
「
ふ

る
さ
と
佐
渡
へ
の
提
言
」
発
表
会
が
、１２
月

１２
日（
火
）南
中
学
校
を
会
場
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
発
表
会
は
、両
校
の
３
年
生
が
総
合

学
習
の
時
間
を
利
用
し
、訪
問
調
査
や
校

外
学
習
で
佐
渡
に
つ
い
て
学
ん
だ
３
年
間
の

ま
と
め
と
し
て
、イ
ベ
ン
ト
、文
化
・
福
祉
、経

済
、観
光
、環
境
、産
業
の
各
分
野
に
つ
い
て

提
言
・
発
表
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
市
の
担

当
者
や
、生
徒
の
保
護
者
も
出
席
し
「
新
鮮

な
ア
イ
デ
ア
に
感
心
し
ま
し
た
。
行
政
と
住

民
が
共
に
、こ
れ
か
ら
の
佐
渡
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

【
主
な
提
言
】 
◆
企
業
や
佐
渡
出
身
者
に

山
の
木
々
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
。
◆

環
境
と
観
光
を
リ
ン
ク
さ
せ
、エ
コ
ツ
ア
ー
や

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
で
環
境
を
メ
イ
ン

に
し
た
観
光
を
実
施
す
る
。
◆
駐
車
場
を

増
設
し
た
り
、若
者
向
け
の
専
門
店
を
作
る
。

な
ど
 

 

佐渡スポーツハウスで 
　冬場の運動不足を解消！ 
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第
 １９  
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭 

「
ス
ポ
レ
ク
鳥
取
２
０
０
６
」 

　フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会 

 
 

10
月
23
日（
月
） 

鳥
取
県
 

【
特
別
賞
】
　
傘
踊
り
ブ
ロ
ッ
ク 

　
新
潟
県
代
表 

　
新
潟
県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
間
　
惟
司 

 

第
２７
回
新
穂
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

大
会
結
果 

 

１２
月
３
日（
日
）　
新
穂
中
学
校
体
育
館
 

　
優
　
勝
　
チ
ャ
ッ
カ
リ
マ
ン 

            

第
２３
回 

羽
茂
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 

12
月
３
日
（
日
）
 

羽
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

　
優
　
勝
　
小
泊
 

 

 

小
木
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会（
後
期
） 

12
月
８
日
（
金
） 

小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

　
優
　
勝
　
は
ね
も
ん
ず
Ｂ 

 

第
 ４０
回
　
入
間
市
駅
伝 

競
走
大
会 

 

12
月
17
日
（
日
）
 

【
地
区
体
協
の
部
（
参
加
18
チ
ー
ム
）
】
 

　
優
　
勝
　
両
津
体
育
協
会
Ａ 

（
本
間
、
中
瀬
、
森
田
、
塚
本
、
藤
井
、

森
田
） 

　
３
位
　
両
津
体
育
協
会
Ｃ 

（
山
本
、
高
野
、
渡
辺
、
後
藤
、
半
田
、

大
蔵
） 

※
そ
の
ほ
か
両
津
体
育
協
会
Ｂ
チ
ー
ム

も
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　 

【
一
般
の
部
（
参
加
１
１
３
チ
ー
ム
）
】 

　
４
　
位
　
佐
渡
走
友
会
Ａ 

（
末
武
、
小
田
、

中
川
、
名
畑
、

尾
崎
、
石
塚
） 

※
そ
の
ほ
か
佐
渡
走

友
会
Ｂ
チ
ー
ム
、

佐
渡
ロ
ン
グ
ラ
イ

ド
Ｃ
チ
ー
ム
も
参

加
し
ま
し
た
。 

　 

第
　２２
回
　
佐
渡
朱
鷺 

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者

募
集
！ 　 

◆
３
月
１１
日
（
日
）
雨
天
決
行 

　
開
会
式
　
午
前
９
時
３０
分
　
　 

　
ト
キ
の
む
ら
元
気
館
（
新
穂
瓜
生
屋
） 

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
１０
時
３０
分
　 

◆
種
目
　 

・
１０
㎞
コ
ー
ス（
一
般
男
女
・
高
校
生
男
女
） 

・
５
㎞
コ
ー
ス（
一
般
男
女
・
高
校
生
男
女
・

　
　
　
　
　
　
中
学
生
男
子
） 

・
３
㎞
コ
ー
ス
（
女
子
の
み
） 

◆
参
加
料
　
一
　
般
　
１
、
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
高
校
生
　
　
　
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
中
学
生
　
　
　
３
０
０
円 

◆
主
催
　
佐
渡
朱
鷺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

　
　
　
　
実
行
協
議
会 

◆
お
申
し
込
み
　
２
月
１９
日
（
月
）
ま

で
に
新
穂
地
区
公
民
館
内
　
佐
渡
朱

鷺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
担
当
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
q
２２
―
２
０
７
５ 

 

◆テニスコート 9：00～利用可能な時間まで 
◆体育館 9：00～21：30 
◆トレーニング室 9：00～21：30 
◆温水プール 平日13：00～20：00 
　（月曜日休館） 土曜日10：00～20：00 
 日・祝日10：00～17：00

佐渡スポーツハウスで 
　冬場の運動不足を解消！ 
 

佐渡スポーツハウスで 
　冬場の運動不足を解消！ 
 

※プールは児童用と一般競泳用があります。８コー
スのうち必ず３コースは自由遊泳コース、１コースは水中歩行コース
を確保してありますので、安心してご利用ください。 

◆佐渡スポーツハウス　q５５－２５６６ 

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、法
隆
寺
金

堂
が
火
災
に
あ
い
、貴
重
な
壁
画
が
焼

失
し
た
日
で
す
。こ
れ
を
受
け
て
、こ
の

日
が
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
、全
国
的
に
文
化
財
防
火

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
佐
渡
市
で
は
、

文
化
財
の
愛
護
と
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、次
の
と
お
り
消

防
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

１/26（金） 
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※訓練では、実際にサイレンを鳴らしますので、火災と間違わないようお願いします。 

両津郷土博物館 

相川郷土博物館 

二 宮 神 社  
 

小比叡山蓮華峰寺 

町並み保存地区

（ 宿 根 木 ） 

両津郷土博物館 

相川郷土博物館 

 

 

 

 

 

場　　所 
 

時　間 月　日 お問い合わせ 
 

佐渡国小木 
民俗博物館 

教育委員会 
佐和田事務所 



第６４回国民体育大会 No.8平成21年開催 

「のじぎく兵庫国体」視察報告③ 

「アイランダー２００６」でＰＲ 

◇教育委員会 社会体育課　国体推進室　q27－4181　FAX24－1344 
 

　佐渡市では、小木城山公園の公認コースで開催
されるデモンストレーションとしてのスポーツ行事「グ
ラウンド・ゴルフ」を丹波市に視察に行きました。 

　「グラウンド・ゴルフ」は、年齢・性別を問わず、高度
な技術も必要としないスポーツで、誰でも気軽に楽し
める新しいスポーツです。全国的にも競技人口が増
えている人気スポーツのひとつです。 
　丹波市春日スタジアムと多目的グラウンドの２会場に、
各８ホール計１６ホールを設置、９６チーム６７２名が参
加しました。 
　小雨の中、ホールインワン賞を目指し、交流を深め
ながら、笑顔いっぱいのプレーを繰り広げていました。 
 

　11月25日（土）～26日（日）、
全国の島々が集まる総合イベント
「アイランダー2006」が、国土交
通省の主催で開催されました。会
場の東京･池袋サンシャインシテ
ィ文化会館では、「トキめき新潟
国体」マスコットキャラクターのト
ッキッキが「トキめき新潟国体」
の佐渡市開催をＰＲしました。 

　島内各支所、教育事務所や各地区の温泉保養施設の窓口にトッキ

ッキ募金箱を設置し、募金を呼びかけています。皆様のご協力をお願

いします。 

　「トキめき新潟国体」開催まで平成１７年１２月３１日で残り１０００日となりました。 
　昨年７月に、準備委員会から実行委員会に改組し、各基本計画に基づき、 
準備を進めています。  
　これからも、大会の成功に向けて皆様のより一層のご協力をお願いいたします。
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図書館だより 

『佐渡に吹く風』　大坂三郎　著 
　昭和63年7月から平成9年10月までの10年間、新潟日
報匿名寄稿文、リレーエッセー80本が収録されています。
日本海の離島から発信する、島のありようや島の風俗や
習慣、政治、文化への辛口批評が描かれています。 

『村の中の中世―佐渡ヶ島―』　山本仁　著 
　現代の村の中に残る古いしくみや、しきたりを眺めて
みると、それは中世といわれる時代から引き続き行われ
てきているものであり、これらに目を向けて考えてみたの
がこの本です。村のひとたちの結束、家族のまとまりを示
すよき伝統、生き方の知恵をこの本から学びたいと思い
ます。 

『街中の語部たち』　稲葉哲栄　著 
　佐渡で生まれた著者が書き溜めた佐渡のことやなに
げない生活の一場面など、感性豊かなエッセー集です。
この中の一編「めし代」で第53回日本随筆家協会賞を
受賞されました。 

『長谷川元良伝　－近代医療の担い手－』
　田中圭一　著 
　衛生の大切さを説いた明治初期の佐渡の医師・長谷
川元良を紹介した本です。この本の表紙は、田中先生の
かつての佐渡高校の教え子、仲川恭司氏（題字）、宮田亮
平氏（表紙絵）、林正人氏（装丁）が製作し、話題を呼びま
した。 

『アニマルドクターのおもしろ動物日記』　
坂田金正　著 
　獣医師の著者が身近な生き物から天然記念物まで、観
察・分析をした動物日記です。あなたも探してみましょう。
いろんな生き物が待っています。 

『句画集　遠佐渡』　中川正枝　著 
　俳画教室を各地で開催し多くの門下生を育てていた
著者が、末期のがん宣告をされながらも創作を続けてい
ました。亡くなって1年後の18年3月、作品集として出版
されたこの本は、在りし日の著者の活躍ぶりが感じられ
ます。 

平成18年に出版された郷土の図書を紹介します 

★『佐渡市議会会議録』『佐渡市予算書・決算書』『佐渡市行政改革マニフェスト』等が図書館・図書室で閲覧・貸し出し 
　できますのでご利用ください。 
 

★おねがい 
　貸し出し期限の過ぎた本をお持ちの方は、早めにお返しください。どこの図書館･図書室でも結構です。 

「親子読書活動」　羽茂図書室　　　　 
 　羽茂図書室では、読み聞かせや、親子での創作活動を通して本に親しむことを

目的に親子読書活動を毎年実施しています。今年は小学校１年生から３年生まで
の親子を対象に、８家族・児童１４人が参加しました。「佐渡おけさ」の民話を聞い
て、おはなしのイメージを絵に描いたり、手作り絵本や万華鏡作り、消しゴムスタ
ンプ年賀状作りなどに挑戦しました。家にいてはできない創作活動や絵本の読
み聞かせを通して親子一緒に過ごせる時間を持つことができ、新たな発見があり、
絵本の楽しさを感じることができたなどの感想をいただきました。 

 

 

★2007若い人に贈る読書のすすめ 
 成人・卒業―新たな一歩を踏み出したフレッシュなあなたに贈る本です 
 ○『ぼくらの地球（ほし）』川北義則著　ＰＨＰ研究所 

○『他人を見下す若者たち』速水敏彦著　講談社　 
○『政治参加で未来をまもろう』首藤信彦著　岩波書店 
○『いまこの国で大人になるということ』苅谷剛彦著　 
　紀伊國屋書店 

○『オシムの言葉』木村元彦著　集英社インターナショナル 
○『仕事力』朝日新聞社広告局編　朝日新聞社 
○『終末のフール』伊坂幸太郎著　集英社 
○『空は、今日も、青いか？』　石田衣良著 
　日本経済新聞社　 
 

中央図書館 q63-2800


